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ベ ノンソ ク ス (Bciccuド)¨:1■  守  唄.
ポ  ノン  ヵ (P。最a)ポヘミヤ風の快清な二抽子の舞踏曲.
ポ ロ ネ ー ズ (P。 1。轟 s。)ポ _タ ンドの三拍子躙 曲eマ ド ソガ ノン(Madll!静 1)難業曲の一種で解 的に作られ

て層る。
マ ゾ .ノン カ (Mazu■a)三拍子の活氣ある舞踏曲.
ミメ エ ッ ト (Minuct)三拍-1■ 6)舞踏曲.ソ ナタの中間葉

章にも此の形式が用ひてぁる。
ミ  ツ  サ (Missa)∫爾搬1の難襲曲で

'―
マ公教含の購

撒の時に歌はれる大曲である〔)ベートーフエン
作の 雛厳爾撒1は有名でII召和三年十二月東京
音業學校で日本始めての演奏がぁり全園にラデ
オ放途があつた。 演奏時間一時牟を要す。 現
今は警普機を透して此の曲を聞 (事が出来る。

ソードオーネヴォノンテ (Lied 01mc worte)無言歌。 メング
ノンブ_ンによつて始められた。叙情的の趣を有
し言葉なくして意味を現はさ)と 試みたのであ
る。

レシタチ_プ (Reciね缶c)醸
,i理を音業として朗譲する。レクイェムミツサ (Rcquicm missa)鎮魂祭即ち死者を讃美

する歌.
ン ス (Romancc)涙没的詩的叙事的愛情的業曲.
ド (RondO)作曲上。一種の形式。
イ ノ (RondinO)ロ ンドの小規模なもの。
ツ (WaltZ)三拍予の舞踏曲.演奥用の薬曲に
もなつて居る。シヨパンの作が有名である。
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